
‘
。
四
こ
Ｉ
ｔ

治
広
ｇ
４
心

’
こ
こ

こ
心
。
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6月補正予算(案)

廠二
八
一Ｚ

Λび
・
試

‐
ｙ
ｌ

総合福祉会館建設費など

一
般
会
計

3
0
億
２
千
5
6
3
万
円
を
計
上

宇
治
市
議
会
六
月
定
例
会
は
、
六
月

十
二
日
か
ら
七
月
四
日
ま
で
の
二
十
三

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
六
月
定
例
会
に
は
、
青
少
年
セ
ン
タ

ー
建
設
な
ど
の
青
少
年
対
策
費
や
消
防

西
宇
治
出
張
所
新
設
経
費
、
総
合
福
祉

会
館
建
設
費
な
ど
新
規
事
業
や
政
策
的

経
費
を
中
心
に
計
上
し
た
五
十
六
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
案
（
第
一
号
）
な

ど
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

補
正
予
算
案
（
第
一
号
）
に
計
上
し
た

主
な
事
業
の
あ
ら
ま
し
を
み
て
み
ま
し

四火皿Ｊし皿を賢
副
内
１
．
■
。
。
■
’
。

近
を
▲
▼
青
少
年
対
策
室
と
付
属
青
少
年

セ
ン
タ
ー
建
設
経
費
に
八
〇
〇

万
円
。

▼
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
基
本

5
6
年
度
の

年
間
予
算
を
編
成

・・・・一一一一一

゛‐

な
り
、
五
十
五
年
度
縦
初
予
算
と

比
較
す
る
と
一
四
・
六
％
の
伸
び

率
と
な
り
ま
ず
。
な
お
、
当
初
予

算
で
は
、
経
常
的
な
経
費
を
中
心

に
骨
格
的
な
予
算
と
し
て
出
発
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
補
正
で
、

昭
和
五
土
〈
年
度
の
年
間
予
算
が

編
成
１
是
こ
と
に
な
り
ま
す
。

火
葬
場
な
ど

生
活
関
連
事
業
も

主
な
事
業
の
う
ち
、
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
る
青
少
年
対
策
に
つ

い
て
は
、
当
初
予
算
で
青
少
年
対

策
準
備
室
m
置
し
、
具
体
的
施

策
の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
の
補
正
予
算
で
、
青
少
年

6月補正後額
昭和56年度予算規模

率
円
剔

莞前
ｔ
■

万
2
1
9

回
こ
回
回

心
心
ぶ
ぷ
‘
Ｊ
‘

３
４
４
億

噌
。

業
業
業
業

１
１
事
皿
″
皿
済
共
保
水

会
会
共
害
康

゛
こ
皿
四
一

＼

農
交
国
公

一
特

セ
ン
タ
ー
建
設
費
や
指
導
主
事
の

賃
金
な
ど
二
千
三
百
四
十
三
万
円

衆
訂
上
。
市
長
公
約
の
実
現
を
図

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
。

（
仮
称
）
北
宇
治
第
三
中
学
校
の

建
設
経
費
に
十
二
億
二
千
五
百
五

十
八
万
円
裴
訂
上
し
、
昭
和
五
十

七
年
四
月
開
校
を
９
子
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
総
合
福
祉
会
館
建
設

経
費
や
観
光
セ
ン
タ
’
・
。
建
設
経
費
、

消
防
西
宇
治
出
張
所
新
設
経
費
、

火
葬
場
建
設
準
備
経
費
、
集
会
所

建
設
経
費
な
ど
、
新
規
事
業
、
政

策
的
経
費
鳶
訂
上
し
て
い
ま
ｙ
。

Ｉ
一

‐゛一‐］］一一
―
一

円
宍
円
剔
一
円
剔

ガ
ッ
ツ

。
。
観
観

宍
2
2
8

≪
＼
ｍ

w
;

フ匹
水
゛

置
費
に
八
五
〇
万
円
。

▼
消
防
ポ
ン
プ
車
や
小
型
動
カ
ポ

ン
プ
の
購
入
な
ど
消
防
施
設
整

備
費
に
二
、
六
芸
分
円
。

教
育
費

▼
青
少
年
対
策
費
（
費
目
新
設
）

に
八
七
〇
万
円
。

▼
岡
屋
小
・
三
室
戸
小
の
校
舎
増

築
工
事
に
四
、
七
〇
〇
万
円
。

▼
（
仮
称
）
北
宇
治
第
三
中
学
校

の
用
地
購
入
・
造
成
費
に
一
二

億
二
、
五
五
八
万
円
。

▼
市
制
施
行
三
十
周
年
市
民
総
合

体
育
大
会
罷
料
に
Ｉ
〇
〇
万

円
。

▼
第
四
十
三
回
国
民
体
育
大
会
の

開
催
準
備
県
５
一
積
立
金
に
Ｉ
、

〇
Ｑ
‥
）
万
円
。
゛

Ｑ
Ｕ
ＯＯ１

都
市
基
盤
づ
く
り
を
進
め
る

主
要
事
業
一
覧計

画
作
成
委
託
料
に
二
〇
〇
万

議
会
費

事
業
費
に
澗
）
二
万
円
。

▼
総
合
福
祉
会
館
建
設
費
に
三
億

二
、
一
九
三
万
円
。

事
業
補
助
金
（
茶
業
セ
ン
タ
ー

建
設
）
に
Ｉ
、
七
二
三
万
円
。

▼
谷
山
林
道
の
舗
装
工
事
な
ど
整

備
事
業
に
Ｉ
、
二
七
一
万
円
。

衛
生
費

置
な
ど
の
準
備
経
費
や
設
計
委

民
正
費

商
工
費

土
木
費

追
加
に
八
、
〇
〇
〇
万
円
。

▼
東
宇
治
・
黄
槃
都
市
下
水
路
築

造
事
業
に
七
一
〇
万
円
。

▼
槙
島
吹
前
と
木
幡
河
原
市
営
住

宅
増
築
事
業
に
一
億
二
、
五
三

五
万
円
。
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農
林
水
産
費

▼
巨
椋
池
土
地
改
良
区
排
水
対
策

事
業
の
負
担
金
に
四
〇
七
万
円
。

▼
京
都
府
茶
協
同
組
合
構
造
改
善

▼
河
川
改
修
事
業
費
の
追
加
に
三
、

二
〇
〇
万
円
’

▼
道
路
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橋
梁
の
維
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修
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水
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事
業
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ａ
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障害児に楽しい夏休みを

そ
Ｅ
£
ち
の
夏
休
み
中
の
遊

び
と
集
団
の
保
障
を
し
て
い
こ
う

と
、
七
月
二
十
四
日
か
ら
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
が
開
か
れ
ま
す
。

こ
の
サ
フ
ー
ス
ク
ー
ル
は
「
も

っ
と
遊
び
た
い
」
、
「
み
ん
な
と

遊
ば
せ
た
い
」
と
い
≫
：
＾
Ｈ
Ａ
Ｗ
>
や

親
の
願
い
｀
右
と
に
、
親
、
ポ
ラ

ン
テ
″
ア
、
教
師
が
中
心
に
な
っ

て
開
く
も
の
で
ず
。

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
ヽ
ヽ
七
月
二

十
四
日
か
ら
八
月
二
十
八
日
の
間

七
回
開
か
れ
、
プ
ー
ル
遊
び
や
工

作
。
紙
粘
土
な
ど
の
室
内
あ
そ
び

そ
ｂ
て
ミ
ニ
運
動
心
一
な
ど
多
く
の

催
し
が
予
定
さ
れ
て
い
卓
子
。

し
か
し
、
宏
雨
で
は
初
め
て

の
取
Ｓ
＼
組
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

子
丿
も
た
ち
の
発
達
状
況
な
ど
を

十
分
は
あ
ぐ
で
き
る
か
ど
ラ
か
な

ど
の
問
題
な
か
か
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を

成
功
さ
ぺ
障
害
児
に
楽
し
い
夏

休
み
を
保
障
し
よ
う
と
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
’
・
・
’
で
は
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
の
ポ
ラ
ン
テ
Ｔ
ア
を
募
集

し
て
い
未
了
。

子
芦
も
た
ち
奘
ぶ
ら
夏
休
み

か
桑
し
み
に
し
て
い
未
す
一
。
あ
な

た
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

Ｈ
Ａ
Ｗ
-
i
J
ち
の
良
き
指
導
者
、
良

政
埋
箱
手
に
な
っ
て
ぐ
だ
さ
い
。

〈
申
込
み
先
〉

栄
治
市
監
福
祉
協
議
会
ボ
ー
フ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
宏
居
番

6
7
B
(
§
)
i
ｒ
ｘ
c
i
i
n
o
）
ま
で
。

（
襲
福
祉
協
議
自

新
受
給
者
証
に

老
人
・
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

な
り
ま
ず
。
新
し
い
受
給
者
証
は

今
月
中
に
お
届
け
し
康
ｙ
の
で
、

七
月
一
日
か
ら
は
新
し
い
受
給
者

証
で
、
診
療
を
受
け
て
ぐ
だ
さ
い
。

古
い
受
給
者
証
は
郵
送
な
ど
で
お

返
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
新
た
な
手
続
き
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
が
、
住
所
、
扶
養
義

務
者
、
健
康
保
険
証
な
ど
に
底
更

が
あ
っ
た
場
合
は
ず
み
や
か
に
ご

（
襲
麗
）

七
月
一
日
に
事
業
所
統
計
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
ず
。

こ
の
調
査
は
、
国
勢
調
m

並
ぶ
国
の
最
も

基
本
的
な
調
査

で
、
会
社
や
エ

場
、
店
舗
、
神

社
、
病
院
な
ど
が
調
査
の
対
象

と
な
り
ま
Ｋ

調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方

公
共
団
体
に
お
け
る
経
済
計
画

の
伍
肇
ほ
じ
の
、
土
地
開
発

計
回
や
都
市
計
画
を
作
成
す
る

た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
広
く

活
用
洽
な
ぞ
。

こ
の
調
査
結
果
は
、
統
計
を

イ
ト
寡
集
し
孚
。

▼
人
員
・
・
・
若
干
名
▼
対
象
・
：
大

学
生
▼
勤
務
時
間
…
７
月
2
1
日
～

８
月
3
1
日
ま
で
の
午
前
９
時
～
午

後
５
時
ま
で
▼
賃
金
…
１
日
三
千

作
る
目
的
以
外
に
笛
乎
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。◇六

月
下
旬
か

ら
調
査
員
が
事

業
所
を
訪
問
し

て
、
調
嘉
男

記
入
を
お
願
い
し
柔
す
の
で
、

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

（
企
画
課
）

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
か
７

月
1
7
B
に
全
国
一
斉
に
行
り
れ
ま

す
。
選
挙
に
先
立
ち
、
立
侯
補
予

定
者
と
の
事
務
打
命
６
１
写
行

い
ま
ず
の
で
。
予
定
者
は
必
平
由

募
集

市
営
プ
ー
ル
の

ア
ル
バ
イ
ト

体
育
協
会
で
は
、
市
営
プ
ー
ル

の
ア
ル
バ
イ
ト
か
募
集
し
て
い
ま

哭
▼
対
象
と
人
員
・
：
高
校
生
の
男

員署防消す流を汗にち打イク

る
人
が
望
ま
し
い
。
期
間
中
継
続

し
て
動
務
で
き
る
こ
と
（
土
・
日

曜
日
以
外
に
休
み
あ
り
）
▼
期

間
・
：
７
月
Ｈ
Ｂ
Ｉ
８
月
3
1
日
▼
賃

金
…
高
校
生
は
１
時
間
四
百
円
、

大
学
生
は
１
時
間
四
百
五
十
円
▼

申
込
み
・
：
６
月
2
4
日
ま
で
に
黄
梨

公
園
管
理
事
務
所
（
五
ヶ
庄
三
番

割
窯
Ｔ
９
０
５
）
ま
で
。（
都
市
計
画
課
）

家
庭
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

市
制
施
行
3
0
周
年
を
記
念
し
て

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
大
会
が

開
か
れ
未
丁
。

▼
と
き
・
：
８
月
２
日
・
９
日
▼

と
こ
ろ
…
市
内
の
中
学
校
他
▼
参

加
資
格
…
市
内
に
在
住
す
る
既
婚

の
家
庭
婦
人
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー

ム
。
昭
和
5
6
年
1
0
月
１
日
現
在
で

2
5
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ

し
、
過
去
に
全
国
大
会
に
出
場

し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
3
5
歳
以

上
で
な
け
れ
ば
出
場
で
参
な
い
▼

参
加
料
・
：
Ｉ
チ
ー
ム
千
五
百
円
▼

申
込
み
…
６
月
3
0
日
ま
で
に
計
荼

教
育
課
ま
で
▼
代
表
者
会
議
…
７

月
1
0
日
市
民
会
館
刄

（
社
会
教
育
課
）

育
成
学
級

夏
期
ア
ル
バ
イ
ト

育
戌
学
級
の
夏
期
学
生
ア
ル
バ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

▼
と
き
・
・
・
７
月
４
日
出
１
７
月

2
6
E
剛
、
毎
週
土
・
日
曜
日
８
日

間
で
午
後
３
時
～
５
時
▼
と
こ
ろ

・
：
黄
道
第
二
小
学
校
▼
対
帛
：
一

般
女
子
3
0
人
▼
参
加
料
・
：
五
百
円
。

（
襲
辰
育
課
）

第
2
2
回

水
泳
学
園

宇
治
市
水
泳
連
盟
で
は
、
第
二

十
二
回
宇
治
市
水
泳
学
園
を
開
き

ま
す
。

▼
と
き
・
・
・
７
月
2
7
日
Ｆ
ａ
月
９

日
ま
で
の
1
4
日
間
、
い
ず
れ
も
午

前
1
0
時
か
ら
正
午
ま
で
▼
と
こ
ろ

・
・
・
黄
聚
公
園
プ
ー
ル
▼
入
園
資

格
…
小
学
校
２
年
生
以
上
（
健

康
体
の
人
）
▼
内
容
・
：
初
心
者
指

導
と
泳
法
指
導
▼
定
員
・
：
5
0
0
人
▼

受
講
料
・
・
・
五
千
円
▼
申
込
み
…
受

講
料
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、

体
育
協
会
黄
槃
公
園
事
務
所
（
雲

⑩
Ｌ
９
０
５
）
が
上
林
書
店
（
豊

曾
７
７
７
）
モ

（
社
会
教
育
課
）

案
内

農
業
委
員
会
選
挙
の

事
務
打
合
わ
せ
会

（
選
挙
管
理
委
員
合
一
）

６
月
は
市
・
府
民
税
の

納
期
月
で
す

今
月
は
、
昭
和
5
6
年
度
の
市
・

府
民
税
第
１
期
の
納
期
月
で
す
。

納
期
内
に
お
近
ぐ
の
金
融
機
関
か

納
税
課
で
納
め
て
ぐ
だ
さ
い
。

第
一
期
の
納
期
内
に
市
税
の
全

額
政
一
］
め
る
と
、
前
納
報
奨
金
を

営
げ
る
こ
と
が
で
き
乖
ｙ
。
前
納

さ
れ
る
握
ほ
、
報
奨
金
交
付
用

の
納
付
書
で
納
め
て
ぐ
だ
さ
い
。

納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
納
税
課
）

催
し

糖
尿
病
教
室

糖
尿
病
教
察
召
開
か
れ
未
了
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
…
６
月
2
3
E
、
７
月
７

日
、
７
月
2
1
日
、
午
後
１
時
半
～

４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
保
健
所
▼

対
象
・
・
・
思
者
ま
た
は
そ
の
家
族
▼

定
員
・
＝
3
0
人
▼
申
込
み
・
・
・
本
人
が

電
話
ま
た
は
申
込
用
紙
で
宇
治
保

健
所
心
需
ｙ
１
９
１
）
ま
で
▼

受
講
料
・
ｊ
・
無
料
。

（
宇
治
保
健
所
）

字
治
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

宇
治
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
す
。

は
、
現
在
三
十
四
の
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
が
所
属
し
て
い
ま
ず
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
種

目
は
、
穿
于
、
剣
道
、
サ
″
カ

ー
、
柔
道
、
挙
法
、
野
球
な
ど

が
あ
り
、
種
目
ご
と
に
専
門
部

会
を
組
織
し
て
い
未
了
。

今
回
は
、
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
ク

ー
フ
プ
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

◇

宇
治
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、

昭
和
四
十
二
年
十
貝
三
つ
の
剣

道
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ー
フ
ブ
に
よ
っ

て
蓉
椚
蛋
し
た
。
そ
の
た
め

剣
道
部
会
は
、
字
庖
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
な
か
で
は
、
も
っ

と
も
古
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
る

部
会
と
な
っ
て
い
ま
ず
。

〈
宇
治
剣
道
ス
ポ
ー
ツ少

年
団
〉

「
交
剣
知
愛
」
の
精
神
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
心
の
ふ
れ
あ
い
と

落
舅
失
切
に
す
る
子
戸
も
た

ち
を
育
成
す
る
た
め
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
練
習
場
は
宇
治
警

察
署
の
道
場
參
か
り
て
、
練
習

に
は
げ
ん
で
い
ま
す
。

〈
栗
隈
剣
道
ス
ポ
ー
ツ少

年
団
〉

栗
隈
と
は
、
む
石
し
久
世
郡

一
帯
を
支
配
し
て
い
た
豪
族
の

名
に
ち
な
ん
で
つ
け
た
そ
う
で

す
。大

久
保
小
学
校
の
体
育
館
で
、

青
少
年
の
心
身
の
健
や
か
な
成

長
牽
め
ざ
し
て
活
動
し
て
い
ま

〈
神
明
剣
遭
ス
ポ
ー
ツ少

年
団
〉

「
文
武
不
岐
」
を
ス
ロ
Ｊ
ガ

ン
に
剣
道
の
道
に
励
ん
で
お
り
、

た
く
奔
し
い
青
少
年
の
心
身
の

練
磨
に
指
導
者
と
団
員
が
一
体

と
な
っ
て
取
匯
組
ん
で
い
未
丁
。

〈
神
修
館
剣
道
ス
ポ
ー
ツク

ラ
ブ
〉

（
４
強
心
Ｅ
Ｊ
＊
)
あ
い
こ
と

ぱ
に
健
康
で
明
朗
な
人
間
づ
ぐ

９
衆
め
ざ
し
盃
錫
し
て
い
ま

歴史と伝統を誇る

剣
道
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
一
覧
表

4
3
7
7
7
8
1
8

1
8
2
5
1
5
8
9

5
5
3
5
3
0
0
3

5
7
5
7
8
9
2
1

♂
剛
四
囲
幽
皿
四

Ｍ
‥
Ｈ
一
い
い
り

い
本
上
山
田
藤
尾
掻
藤

福
井
亀
角
伊
平
波
後

霜
雷
昌
霜

作
お
お
お
お

ク
ス
ス
ス
ス
ス
ス
ス

釜
一
’
ヨ
咄

ス
宇
栗
神
四
登
な
槙
皿

４００
－

雨
とス
イ
レ
ン
の
花

が
咲
き
競
い
、
観
光
客
の
目
か
薬

し
ま
せ
て
い
ま
ず
。

ス
イ
レ
ン
は
、
ス
イ
レ
ン
科
に

属
す
る
淡
水
産
水
草
の
一
肩
。
花

が
夜
は
閉
じ
、
昼
に
咲
残
運
に

以
だ
形
な
の
で
、
こ
の
名
が
あ
り

康
す
。

χ
／
寺福万山桑黄くで池生放のＪ″

・
があ雨

カ
メ
ラ
ル
ポ

水
防
訓
練

、
力
強
い
か
け
声
と
と
も
に
、
堤

防
に
杭
（
く
い
）
が
打
ち
込
鳶
れ

て
い
童
子
。

梅
雨
入
江
レ
た
十
一
日
、
市
消

防
本
部
で
は
、
水
害
発
生
を
禾
然

に
防
ご
う
Ｉ
と
、
水
防
訓
練
を
実

施
。
こ
の
訓
練
は
、
宇
治
川
が
増

水
し
一
部
堤
防
が
崩
壊
と
い
ヶ
想

定
で
行
わ
れ
、
署
員
約
七
十
人
か

参
加
。
杭
打
ち
積
み
土
俵
エ
な
ど

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

す
。
神
修
館
道
場
が
練
習
場
で

す
。（

登
り
剣
道
ス
ポ
ー
ツ少
年
団
〉

木
幡
に
あ
る
登
り
教
育
セ
ン

タ
ー
か
退
場
に
し
て
、
社
会
に

奉
仕
す
る
こ
と
を
い
と
わ
ぬ
人

間
づ
く
り
牽
め
ざ
し
て
、
練
習

に
打
ち
こ
ん
で
い
ま
す
。
本
団

ちたもど子むずＣ＋
６

・
‐
・に習練

は
小
学
生
が
中
心
と
な
っ
で
感

動
し
て
い
未
了
。

〈
東
宇
治
剣
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
〉

「
闘
魂
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

黄
聚
自
衛
隊
の
道
場
で
練
習
。

こ
の
団
に
は
、
小
さ
な
子
ど
も

や
女
子
の
団
員
が
多
く
、
か
わ

い
い
剣
士
た
ち
が
い
っ
し
ょ
う

け
ん
め
い
練
習
し
て
い
る
の
が

目
に
？
策
す
。

〈
槙
鳥
剣
道
ス
ポ
ー
ツ少

年
団
〉

文
武
両
道
に
だ
け
だ
人
物
を

育
成
す
る
た
め
、
剣
道
だ
け
で

は
な
ぐ
学
問
に
も
力
を
い
れ
て

い
卓
子
。

槙
島
小
学
校
体
育
館
忿
瑕
場

に
練
習
し
て
い
毒
了
。

〈
Ｙ
Ｍ
Ｂ
Ａ
剣
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
〉

青
少
年
文
化
研
修
道
場
差
楓

習
場
に
し
て
い
ま
す
。
黄
楚
″

の
流
れ
＊
t
v
む
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
だ
け
に
、
練
習
の
中
に
座
禅

か
と
り
い
れ
る
な
ど
精
神
修
業

に
も
力
か
モ
そ
い
で
い
ま
す
。

’
◇

各
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で

は
、
少
年
少
女
の
加
入
牽
ま
っ

て
い
未
了
。
ご
希
望
の
人
は
表

の
代
表
者
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。次

回
は
、
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

（
襲
殺
育
課
）
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7月から

剣道スポーツ少年団
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